
（茨城県） 

情 報 名  偕楽園のみどころ 

期日又は期間 年中無休 

場  所 偕楽園（水戸市常磐町１－３－３） 
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【１ 偕楽園の概要】 

「日本三名園」の一つに数えられる偕楽園は，水戸藩第九代藩主徳川斉昭（烈公）が天

保 13年（1842 年）に創設しました。 

偕楽園本園からの眺望は，斉昭が藩内随一の景勝地として園の場所を選び，愛でた景色

を今に伝えます。早春を彩る白梅・紅梅をはじめ，春の満開の桜，初夏の色鮮やかなツツ

ジ，秋には可憐な萩の花や紅葉など四季の自然の美を堪能でき，とりわけ本園内にある好

文亭からの眺めは絶景です。 

 

【２ 秋冬の主なイベント】 

○ ライトアップ（11 月 1 日（金）～4日（月）） 

毎年梅まつりに併せて実施し，ご好評を頂いている偕楽園のライトアップ「光の散歩道」。

園内各所をライトアップし，昼間には味わうことのできない夜の偕楽園，漆黒の闇に浮か

び上がる幻想的な風景をご覧いただいております。この度，有料化に合わせ，アップグレ

ードして実施いたします。ぜひとも，”映える“情緒的で感動的な光景をご体感ください。 

期 間：１１月１日（金）～４日（月） 

会 場：偕楽園本園 

 

○ もみじ谷の紅葉（11 月中旬から下旬） 

「偕楽園もみじ谷」では，約 170 本のモミジが赤や黄色に色づき，自然が織り成す，彩

り豊かな秋の景色。また，この時期に合わせて，ライトアップを行い，静寂と漆黒に囲ま

れた谷間に色づいた紅葉をほのぼのと映し出し，普段では味わえない幻想的な風景，雰囲

気に演出いたします。「もみじ谷」で素敵な秋をお過ごしください。 

期 間：１１月中旬から下旬 

場 所：偕楽園もみじ谷（偕楽園拡張部） 

 

○ ウメの剪定見学会（12 月 14 日（土）） 

毎年 11 月から 1月にかけて行う梅の剪定は，梅を綺麗に咲かせるために最も重要な作業

です。熟練の造園技術者による見学会を開催しておりますので，冬の偕楽園にぜひお越し

ください。 

期 日：１２月１４日（土） 

場 所：偕楽園本園（予定） 

 

○ 水戸の梅まつり（2月 15 日（土）から 3月 29 日（日）） 

「水戸の梅まつり」は，偕楽園と水戸藩の藩校であった弘道館を会場として開催されま

す。日本遺産に認定された両会場は梅の名所として知られ，偕楽園には約 100 品種 3,000

本，弘道館には約 60品種 800 本と多くの梅が植えられ，早咲き，中咲き，遅咲きと，開催

期間中に渡ってお楽しみいただける他の梅林では味わえない風情があります。 

まつり期間中は土・日曜日を中心として，様々なイベントが梅まつりを盛り上げます。 

 

※偕楽園本園の入園料（令和元年 11 月 1 日から） 

  大人 300 円，小人 150 円（団体：大人 230 円，小人：120 円） 

交  通 

【電 車】 

JR 常磐線水戸駅北口からバスで約 20 分（バス停「偕楽園」または「偕楽園・常磐神社前」

下車） 

※JR 常磐線「偕楽園臨時駅」が梅まつり期間中の土日祝日に開設され，9 時 10 分から 15

時 30 分に運転する，特急を含む下り列車が停車します。 

【自動車】 

常磐自動車道水戸 I.C，北関東自動車道茨城町東 I.C，同じく水戸南 I.C から約 20 分 

問い合わせ先 
茨城県土木部都市局都市整備課 公園利用促進Ｇ 丹・竹村 

TEL 029-301-4660 FAX 029-301-4669 URL http://www.ibarakiguide.jp/kairakuen.html  

 






